






看護の日
看護師長 戸梶 敦子

5月12日は近代看護教育の母フロ ー レンス•ナイチンゲ ー ルの

誕生日です。

日本では21世紀の高齢社会を支えていくために署護の1じ＼、ケア

の1じ＼、助け合いの心を分かり合うことが必要と考えられ、1990

年、厚生省（現：厚生労働省）により5月12日を「看護の日」と制定さ

れました。

当院では研修棟で看護の日イベントを開催しました。コロナ禍前

は公民館で一般の方々にお越しいただき血圧測定等を行うイベント

でしたが、合年度はコロナ感染拡大を懸念しポスター 掲示のみと致

しました。

各部署のスタッフが写真やイラストを用いて創意工夫を凝らした

ポスターを作製し、来訪された患者さん、こ家族、その他当院多職種

に各部署の看護の実際や特徴を知っていただく機会となりました。

イベント後もしばらくポスタ ーを外来に展示し、外来患者さんこ

家族にも閲覧頂けるようにしました。

来年度以降も多くの方にお越しいただき、当院の看護の魅力をよ

りー暦伝えられるイベントにしていきたいと考えております。

医療安全研修について
医療安全管理係長 伊藤 奈美

医療安全管理室は、病院の安全管理を担う部署です。安全な医療

の提供は医療の基本であり、医療安全は医療の賀に関わる重要な

課題です。医療安全管理室では、医療における安全管理のための基

本的な考え方や方法について職員に周知することを目的に年2回

研修を行っています。令年度は「安全確認行為」をテ ー マに全職員

対象に研修を実施しました。医療従事者にとって、確認は患者さん

の安全な医療の提供に直結する行為です。確認行為にはたくさん

の方法がありますが、 一 例として指差呼称（確認するものを指差

し、声に出して確認する方法）、確認会話（患者氏名の確認、職員間

のコミュニケー ションにおける確認など）、ダブルチェックがあり

ます。これらの確認行為は、正しい方法で実施することで、より精

度の高い確認へと結びつきます。研修を通して、巳頃実施している

確認行為を振り返り、より安全安心な医療に繋げられるよう取り組

んでまいります。
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「七五三だョ！全員集合！」を開催しました！
保育士 藤田 瑞稀

すがすがしさを感じる季節になった5月に 、 3歳と5歳を迎えた3名の児童の七五三を祝う行事を行いました。成長

を振り返ることができる手形の花束や居室を装飾するフラッグの作製 、 記念品の製作活動や抱負の発表などを行いま

した。今回 、 ご家族の方には 、 リモ ートにて行事を見守って頂くかたちで参加していただきました。行事終了後には 、

児童 、 こ家族 、 睦員で記念撮影を行いました。オンラインと会揚を併用したハイプリットでの行事が開催できました。
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人生の節目を祝う会を実施しています
保育士 藤田 端稀

6月 15巳人生の節目を祝う会を行いました。合回は 、 半世紀祝い (50歳） 、 喜寿祝い (77歳） 、 傘寿祝い (80歳）を

行いました。ご家族にもメッセ ー ジをいただき 、 患者さんや職員で盛大にお祝いする事ができました。記念品には 、

手作り花束 、 病棟看護師 、 療育指導室職員からのメッセ ー ジの花束をお渡しさせて頂きました。

令年度は 、 他にW成人式 (40歳） 、 還暦 (60歳） 、 古希 (70歳） 、 米寿 (88歳）のお祝いも予定しています。人生のタ ー

ニングポイントにも

なり得る 、 人生の節

目の年をこれからも

大切に 、 一緒にお祝

いさせて頂けたら嬉

しいと思っています。
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～あじさい咲きました～

病棟の窓から見えるよう

に、駐車揚の縁に植えたあ

じさいが、今年はたくさん咲

きました。毎年、少しずつ品

種を増やしています。

含年のあじさいはもう終

わりましたが来年もきっと

新し く咲いてくれると思い

ます。頑張って手入れを続

けますので、どうそ楽しみ

にお待ち下さい。
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内科医長 柏木 節子
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七夕鰤り
看護師長 常陸 多佳子

夏の行事の一つでもある七夕。院内のあちらこちらで飾り付けが行われて

いました。

七夕は奈良平安時代に古代中国から日本に伝わったとされており貴族た

ちの間で「芸事の上達」を願う宮中行事になったとされています。当時は1共え

物をしたり里芋の葉にたまった夜露を集め、墨を摺つて梶の葉に歌を書いた

りしたことが、現在の笹飾りの原型といわれています。

諸説ありますが、一般的なお話では、中国の七夕の伝説として、はた織りが

上手な神様の娘「餓女」と働き者の牛飼いである「牽牛」は恋人同士で働きも

のでした。2人は結婚し、結婚後は楽しい日が続いたため、遊んで響らしてい

ましたがこれに激怒した神様は天の川の両端に2人を引き離しました。悲しみ

のあまり元気を なくした2人を見かねた神様が、頁面目に働くのであれば

「一年に一度だけ会える日」を7月7日をとし再会を許しましたというものです。

夏の夜東の空を見上げると、3つの明るい星が見られます。「夏の大三角」に

あるベガ「織り姫」とアルタイル「ひこ星」が輝くように、院内の七夕飾りも輝

いていました。それをご覧になられた患者さん、ご家族の方の笑顔も輝いてお

られました。

”や一呉匠＆
保育士 ヰ 苦奈

毎年 、 患者会（青萄会）と当院が協力して実施してきた夏祭り「ファイヤ ー ストー ム」がコロナ禍による数年の中止

を経て 、 8月4日（金）に再開することができました。

例年はデイケア棟と中庭を利用した1年で最も大規模の行事ですが 、 再開初年度である令年は、お好み焼き、 焼き

そば、ドー ナツ 、 デザート、 飲料、わたがし 、 アイスクリ ー ム等の屋台をデリバリ一方式に準備し 、 医師 、 看護部 、 事務部、

その他コメデイカルのスタッフの協力を得て 、 療蓑介護病棟（すみれ病棟、1階病棟）を巡りました。巡回の後は 、 中庭で

披露していただく「きらく連」による阿波踊り。車椅子乗車されている方は中庭が見える病棟内から鑑賓し、居室にお

られる方は同時中継で生放送し、みなさんに徳島の夏の風物詩を堪能していただきました。阿波踊りの公演時には、

一般病棟の患者さんや他部署の応援スタッフも鑑賞され 、 みなさんが表情豊かに、拍子をとりながら見入っておら

れました。最近の入院生活ではなかなかできなかった外部のイベントを院内で体験する機会や院内で働くさまざま

なスタッフとの交流の機会を設けることができ季節感を昧わえる行事となりました。

室内開催という当初の計画通りとはいきませんでしたが、行事中には涙を浮かべて喜んでくださる姿や「こんな

の何年振り」「お好み焼きが美昧しかった」「夏が昧わえた～」などと感想を聞かせていただき、私たちスタッフも感

動の1日になりました。

また翌週からは3種のゲ ー ム屋台を準備

してベッドサイドを巡り、夏祭り恒例で楽しん

できたゲー ムを睦員や同室者と行い 、 にぎや

かな時間を過ごしました。次年度は 、患者さん

の希望通り、さらに例年の「ファイヤ ー ストー

ム」に近づけ、楽しいひと時を届けられる行事

にできるよう患者会（青笥会）と協力して企

画していきたいと思います！！
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